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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に お い て 、 一 次 合 金 粒 子 に 対 し て 、 有 機 液 体 を １ ． ５ ～ １ ５ ． ０ ｗ ｔ ％ 添 加 す る
こ と が 望 ま し い 。 １ ． ５ ｗ ｔ ％ 以 下 で は 、 顆 粒 を 効 率 よ く 作 製 す る こ と が 困 難 な 場 合 が あ
る た め で あ り 、 １ ５ ． ０ ｗ ｔ ％ を 超 え る と 湿 分 が 多 す ぎ て 、 適 切 な 磁 場 中 成 形 を 行 う た め
に 不 必 要 な 湿 分 を 除 去 す る 作 業 に 手 間 取 る か ら で あ る 。
　 本 発 明 に お け る 有 機 液 体 は 、 ２ ０ ℃ に お け る 飽 和 蒸 気 圧 が ７ ５ ｍ ｍ Ｈ ｇ (１ ０ ． ０ ｋ Ｐ
ａ )以 下 、 ２ ０ ℃ に お け る 表 面 張 力 が ２ ０ ｄ ｙ ｎ ／ ｃ ｍ 以 上 、 ２ ０ ℃ に お け る 粘 度 が ０ ．
３ ５ ｃ ｐ 以 上 の 特 性 を 備 え る こ と が 望 ま し い 。 作 製 さ れ た 顆 粒 の 形 態 を 維 持 す る た め に 、
こ れ ら 物 性 を 具 備 す る こ と が の ぞ ま れ る 。 本 発 明 に お け る 有 機 液 体 と し て は タ ノ ー ル
、 ト ル エ ン 、 カ ル ビ ト ー ル 、 テ ル ペ ン 系 化 合 物 、 ブ チ ル カ ル ビ ト ー ル 、 酢 酸 ブ チ ル カ ル ビ
ト ー ル 、 酢 酸 ｎ － ブ チ ル 、 ブ チ ル セ ロ ソ ル ブ 、 シ ク ロ ヘ キ サ ノ ー ル が 望 ま し い 。 さ ら に 好
ま し く は 、 ブ チ ル セ ロ ソ ル ブ 、 ブ チ ル カ ル ビ ト ー ル 、 タ ー ピ ネ オ ー ル 、 ピ ネ ン が 望 ま し い
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 は 、 有 機 液 体 に よ り 粉 末 同 士 を 結 着 さ せ る こ と に よ り 顆 粒 を 構 成 す る 。 有 機 液 体
が 粒 子 間 に 存 在 す る こ と に よ り 液 体 架 橋 が 生 じ て 一 次 合 金 粒 子 同 士 を 結 着 さ せ て い る 。 有
機 液 体 に よ る 結 着 力 は 、 従 来 の Ｐ Ｖ Ａ 等 の バ イ ン ダ に よ る 結 着 力 に 比 べ て 極 め て 弱 い 。 し
た が っ て 、 本 発 明 に よ り 得 ら れ た 顆 粒 は 、 磁 場 中 成 形 時 に 印 加 さ れ る 磁 場 に よ っ て 容 易 に
崩 壊 し 一 次 合 金 粒 子 に 分 離 す る 。 そ の た め 、 高 い 配 度 を 得 る こ と が で き る 。 こ れ ま で 、
バ イ ン ダ を 用 い る こ と が 顆 粒 作 製 の 前 提 と し て 考 え ら れ て き た が 、 本 発 明 の よ う に 有 機 液
体 を 用 い た 場 合 で も 、 流 動 性 の 高 い 顆 粒 が 得 ら れ る こ と を 見 出 し た 価 値 は 大 き い 。 し か も
、 こ の 顆 粒 は 、 磁 場 印 加 に よ り 崩 壊 す る た め 、 磁 場 中 成 形 を 行 う 希 土 類 焼 結 磁 石 に と っ て
好 適 で あ る 。 加 え て 、 有 機 液 体 は 、 従 来 の バ イ ン ダ で あ る Ｐ Ｖ Ａ 等 の 樹 脂 に 比 べ て 、 成 形
体 か ら の 除 去 が 極 め て 容 易 で あ り 、 従 来 の 顆 粒 技 術 を 用 い た 場 合 に は 必 須 と さ れ て い た 脱
バ イ ン ダ 工 程 を 省 く こ と が 可 能 で あ り 、 工 程 的 な 利 点 を も 含 ん で い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 原 料 合 金 は 粉 砕 工 程 に 供 さ れ る 。 混 合 法 に よ る 場 合 に は 、 低 Ｒ 合 金 及 び 高 Ｒ 合 金 は 別 々
に 又 は 一 緒 に 粉 砕 さ れ る 。 粉 砕 工 程 に は 、 粗 粉 砕 工 程 と 微 粉 砕 工 程 と が あ る 。 ま ず 、 原 料
合 金 を 、 粒 径 数 百 μ ｍ 程 度 に な る ま で 粗 粉 砕 す る 。 粗 粉 砕 は 、 ス タ ン プ ミ ル 、 ジ ョ ー ク ラ
ッ シ ャ ー 、 ブ ラ ウ ン ミ ル 等 を 用 い 、 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 中 に て 行 な う こ と が 望 ま し い 。 粗 粉
砕 に 先 立 っ て 、 原 料 合 金 に 水 素 を 吸 蔵 さ せ た 後 に 放 出 さ せ る こ と に よ り 粉 砕 を 行 な う こ と
が 効 果 的 で あ る 。 水 素 放 出 処 理 は 、 希 土 類 焼 結 磁 石 と し て 不 純 物 と な る 水 素 を 減 少 さ せ る
こ と を 目 的 と し て 行 わ れ る 。 水 素 の た め の 加 熱 保 持 の 温 度 は 、 ２ ０ ０ ℃ 以 上 、 望 ま し
く は ３ ５ ０ ℃ 以 上 と す る 。 保 持 時 間 は 、 保 持 温 度 と の 関 係 、 原 料 合 金 の 厚 さ 等 に よ っ て 変
わ る が 、 少 な く と も ３ ０ 分 以 上 、 望 ま し く は １ 時 間 以 上 と す る 。 水 素 放 出 処 理 は 、 真 空 中
又 は Ａ ｒ ガ ス フ ロ ー に て 行 う 。 な お 、 水 素 吸 蔵 処 理 、 水 素 放 出 処 理 は 必 須 の 処 理 で は な い
。 こ の 水 素 粉 砕 を 粗 粉 砕 と 位 置 付 け て 、 機 械 的 な 粗 粉 砕 を 省 略 す る こ と も で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
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